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研究要旨 

 新型コロナウイルス感染症の疾患概念に関して、ゲノムを含めたウイルス学的特徴、感染性、

疫学、重症化 機序、治療薬およびワクチンを中心に論文的考察を実施した。  

 

Ａ．研究目的 

新型コロナウイルス感染症の疾患概念を

整理し、院内および施設内感染対策の確立に

向けた情報を整理する。 

 

Ｂ．研究方法 

本感染症に関して発表されている論文を

中心に網羅的に検索し、感染対策において重

要な情報をまとめた。また、院内伝播が疑わ

れた患者の検体におけるSARS-CoV-2 ゲノム

解析を、次世代シークエンサーを用いて行っ

た。 

(倫理面への配慮)  

本研究では該当しない。 SARS-CoV-2全ゲ

ノム解析は研究発表ではなく、院内感染対策

を目的として行った。 

 

Ｃ．研究結果 

新型コロナウイルスのウイルス学的特徴、 

感染性、疫学、重症化機序、治療薬およびワ

クチンについて文献的考察を行い、院内およ

び施設内感染対策に関与する情報をまとめ

た。院内伝播が疑われた患者の状況とゲノム

解析結果を突合して感染対策の方針を決定

した。 

 

Ｄ．考察 

新しい病原体として報告された新型コロ

ナウイルスであったが、これまでに本ウイル

スの特徴、感染性および感染対策の方向性に

関して多数の検討が行われていることが確

認された。これら情報を参考に、より効果的

な感染対策の在り方に関して引き続き情報

を収集していくことが重要であると思われ

た。 また、全ゲノム解析からはウイルス株

間の遺伝的関連だけでなく、流行している変

異株の系統情報も得られるため、感染対策上

有用なツールであることが確認された。 

 

 

Ｅ．結論 

新型コロナウイルス感染症の制御におい

ては、院内および施設内感染をどのように制

御していくかかが極めて重要である。そのた

めには、最新の情報をタイムリーに収集・解

析し、 医療の現場にフィードバックしてい

ることが重要であると思われた。  
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